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研究背景・目的

緑化樹木の高温耐性に関する研究
研究期間：2019～2023年

研究材料には、様々な緑化樹木の苗木を用いる。苗木は温室内
において異なる温度条件（常温、＋２℃、＋４℃）に設定した
試験区で育てる。高温耐性は、葉を様々な温度に30分間おいた
後、常温にもどしてクロロフィル蛍光測定器(FluorPen)で光量
子収率（Qy）を測定し、高温による光合成活性の低下を測定、
活性が半減する温度(T50）および失活する温度(T0）を算出す
る（図1, 2）。温度変化に対する光合成の応答は、携帯型光合
成測定器（LI-6400）で測定する。設定温度を変化させて葉の

CO2吸収速度を測定し、得られた温度－光合成曲線から光合成
の最適温度(Topt）を算出する（図3）。これらの実験結果を解
析し、各樹種の高温に対する耐性・順化能力を評価、温暖化に

対する適応力をランク付けする。

実験概要

結果と考察

地球温暖化は、すでに私たちの生活環境や社会・経済活動に影響を及ぼし始めている。

温暖化に対する社会的適応が求められるなか、都市緑地（グリーンインフラ）の温暖化

適応策が急務となっている。グリーンインフラはヒートアイランド現象による気温上昇

や集中豪雨による洪水を緩和するなど、私たちの生活に欠かせない環境調節・防災機能

を担うが、温暖化によって植物が衰退すれば、グリーンインフラの環境調節・防災機能

が損なわれてしまう。本研究では、グリーンインフラの温暖化適応策による快適で安全

な生活環境の実現に資するため、植物生理学的知見にもとづいて、温暖化に適応できる

緑化樹木をスクリーニングする技術を開発することを目的とする。

様々な緑化樹木の苗木を温室内において異なる温度条件（常温、＋２℃、＋４℃）に設

定した試験区で育てた。高温耐性は、葉を様々な温度に30分間おいた後、常温にもどし

てクロロフィル蛍光測定器(FluoroPen)で光量子収率（Qy）を測定し、高温による光合

成活性の低下を測定、活性が半減する温度(T50）および失活する温度(T0 ）を算出した。

温度変化に対する光合成の応答は、携帯型光合成測定器（LI-6400）で測定した。測定

チャンバー内の温度を変化させて葉のCO2吸収速度を測定し、得られた温度－光合成曲

線から光合成の最適温度(Topt）を算出した。これらの実験結果を解析し、各樹種の高温

に対する耐性・順化能力を評価、温暖化に対する適応力をランク付けした。

図２：常緑・落葉樹の光合成の最適温度
＋２℃で生育させた苗木（●）では、光合成最適温度
（矢印）が高くなり、高温域での光合成速度が増加し
た。また、樹種によって高温に対する順化反応(常温
(Ctrl）と+2℃の曲線の形の違い）が異なっていた。

図1：高温耐性の比較 トウネズミモチ（常緑樹）
とケヤキ（落葉樹）の葉片を様々な温度に30分間
おいた実験の結果。トウネズミモチは53～55℃で
褐変し光合成活性が失われたが、ケヤキは55～
57℃まで緑色と活性を維持していた。
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